
　健康寿命は、健康上の問題で日常生活が制限されずに生活できる期間のことをいい
ます。日頃からの食への意識が生涯の健康につながります。ふだんから栄養バランスに
配慮した食事をとり、適正体重を維持するよう心がけることが必要です。子供の頃から、
箸使いに気をつける、ゆっくりよく噛んで食べる、朝ごはんをとる、といった食に関す
る正しい習慣を身につけることは、生涯にわたり、健全な食生活を送るための基礎とな
ります。

　食育アプリなどのデジタルツールやナッジ（人々がより良い選択を自発的に取れる
ように手助けする手法）を活用する等、健康や食に関して無関心な人達も、自然に健康
になれる食環境づくりを推進します。

生涯を通じた心身の健康を
支える食育の推進

国民の健康の視点
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　高齢化が進む中で、「人生100年時代」に向けて、国民１人１人が生涯
にわたって生き生きと過ごせることは大事です。健康寿命の延伸や
多様な暮らしに対応することが必要です。

食育推進基本計画の基本的な方針第4次
重点事項①

3つの重点事項

食育とSDGsの関係性
　「持続可能な開発のための2030アジェンダ」は、17の目標と169のターゲットから成る
「SDGs（持続可能な開発目標)」を掲げ、「誰一人取り残さない」社会の実現を目指しています。
　SDGsの目標には、「目標２．飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業
を促進する」、「目標４．すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を
促進する」、「目標12．持続可能な生産消費形態を確保する」などの食育と関係が深い目標があります。

　本計画では、日本人の健康や食を取り巻く環境の変化、社会のデジタル化など、食育をめぐる状況
を踏まえ ①生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進  ②持続可能な食を支える食育の推進 
③「新たな日常」やデジタル化に対応した食育の推進  に重点をおいた取組が求められます。

＜SDGsの観点から相互に連携して総合的に推進＞
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!! 健康寿命の延伸

!! 自然に健康になれる食環境づくり

　食育推進基本計画は、食育基本法に基づき、食育の推進に関する基本的な方針
や目標について定めています。第4次食育推進基本計画では、これまでの5年間
の取組による成果と、SDGsの考え方を踏まえ、多様な主体と連携・協働し、
今後5年間、3つの重点事項を柱に取組と施策を推進していきます。
　食育により、社会全体で連携・協働して持続可能な食料システム（フードシ
ステム）を構築することが期待されています。


